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3.2.7.  街路灯 

街路灯は、日常的に照明の交換をしています。次に対象の照明件数の把握を目的と

し、「管理台帳」を基に年度毎の照明の設置個数と累積合計を整理しました。 

 

 

 府中市が管理する街路灯は、18,706 基です。 

 

 照明形式 

 街路灯は、昭和 59 年度～昭和 61 年度に多く設置されています。 

 市内の街路灯の大半が、交通安全灯と防犯灯に分類されます。 

 

表 3-2-7-1 街路灯 照明形式 

交通安全灯 防犯灯 不明 合計 

7,245 基 11,335 基 126 基 18,706 基 

 

 

図 3-2-7-1 街路灯の照明区分の内訳 
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図 3-2-7-2 街路灯 照明の設置実績 
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 灯種形式 

 街路灯は、東京電力や電話の電柱などに共架している「共架柱」と、独立した柱に

設置している「独立柱」があります。 

 なお、灯具の設置は、第１地域と第２地域でそれぞれ全体の 17％を占めます。 

 

表 3-2-7-2 地域ごとの灯種形式の内訳 

地域区分 共架柱（基） 独立柱（基） 合計 割合 

第 1 地域 2,152 703 2,855 17.01% 

第 2 地域 2,211 688 2,899 17.27% 

第 3 地域 1,933 597 2,530 15.07% 

第 4 地域 1,159 725 1,884 11.22% 

第 5 地域 983 229 1,212 7.22% 

第 6 地域 1,357 402 1,759 10.48% 

第 7 地域 1,796 440 2,236 13.32% 

第 8 地域 1,254 160 1,414 8.42% 

全 体 12,845 3,944 16,789 100.00% 

 

 

 

図 3-2-7-3 地域ごとの灯種形式の内訳 
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 灯柱形式 

街路灯の灯柱形式は、鉄柱が全体の 7％（1,196 基）を占めています。また、コンク

リート柱は全体の 4％（728 基）あります。ただし、灯柱形式が不明の灯柱が 88％（14,658

基）あります。 

 

表 3-2-7-3 灯種形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

全 体 

共架柱 12,845  724  1,015  207  10,899  

独立柱 3,944  4  181  0  3,759  

合 計 16,789  728  1,196  207  14,658  

 

   

図 3-2-7-4 灯柱形式（全体：共架柱）    図 3-2-7-5 灯柱形式（全体：独立柱） 

 
図 3-2-7-6 灯柱形式（全体：全体） 
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○ 街路灯の設置年に関する資料は保管されていません。しかし、照明などの交

換記録（昭和 49 年以降）によると、昭和 58 年～昭和 60 年の 3 年間に、全

体の 36％の照明が交換されています。 

○ 平成２４年度から、年平均 4,003 基の照明を交換しています。 
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 照明の交換実績 

 照明の交換実績は、平成 24 年度からの 4 年間を次に示します。 

 

表 3-2-7-4 街路灯 照明の交換実績 

年 度 
交通安全灯 防犯灯 合 計 

（基） 個 数 割 合 個 数 割 合 

平成 24 年度 798 20.34% 3,126 79.66% 3,924 

平成 25 年度 1,030 25.63% 2,989 74.37% 4,019 

平成 26 年度 859 19.73% 3,495 80.27% 4,354 

平成 27 年度 783 21.09% 2,929 78.91% 3,712 

年平均 交換個数 868 21.68% 3,135 78.32% 4,003 

4 年間の合計個数 3,470 21.68% 12,539 78.32% 16,009 

※ 出典 平成 27 年度 各事業の概要(管理課・決算資料) より 

 

 

図 3-2-7-7 街路灯 照明の交換実績 
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 照明形式 

①  照明形式ごとの交換数と交換年数 

照明形式ごとに交換数および交換年数を、記載いたします。 

 

i． 蛍光灯 

 蛍光灯は、2 年～3 年で交換しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-8 蛍光灯の取替え年度間隔 

 

ii． 水銀灯 

 水銀灯は、1 年～8 年で交換しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-9 水銀灯の取替年度間隔 
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iii． 白熱球 

白熱球は該当機器が少なく、「その他」として分類しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-10 白熱球の取替年度間隔 

 

 

iv． ナトリウムランプ 

 ナトリウムランプは、1 年～5 年で交換しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-11 ナトリウムランプの取替年度間隔 
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v． メタルハライドランプ 

 メタルハライドランプは、1 年～3 年で交換しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-12 メタルハライドランプの取替年度間隔 

 

 

vi． シールドビーム 

 シールドビームは、1 年～3 年で交換しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-13 シールドビームの取替年度間隔 
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vii． 赤色回転灯 

 赤色回転灯は、1 年～2 年で交換しています。また、赤色回転灯は緊急時を知らせ

ることを目的とし、道路を照らす役割とは異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-14 赤色回転灯の取替年度間隔 

 

 

viii． 自動点滅器 

 自動点滅器は、3 年～6 年で交換しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-7-15 自動点滅器の取替年度間隔 
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②  地域ごとの照明形式 

   市管理の街路灯を地域別に集計し、次の図に示します。なお、照明の分類では蛍光

灯が最も多く用いられており、次いでＬＥＤが街路灯で多く用いられています。 

 

表 3-2-7-5 地域ごとの照明形式の内訳 

地域 蛍光灯 ＬＥＤ 水銀灯 
ナトリウム 

ランプ 

メタル 

ハライド

ランプ 

赤色 

回転灯 
その他 不明 合計（基） 

第１地域 1,709 1,304 14 0 7 0 5 0 3,039 

第２地域 1,920 821 343 1 14 4 7 0 3,110 

第３地域 1,735 646 264 2 10 6 1 0 2,664 

第４地域 1,361 267 548 3 56 1 18 0 2,254 

第５地域 923 206 100 5 0 1 1 0 1,236 

第６地域 1,098 562 308 8 82 1 6 126 2,191 

第７地域 1,680 411 443 13 11 3 12 0 2,573 

第８地域 710 851 24 1 7 0 2 0 1,595 

不明 7 17 13 0 1 0 6 0 44 

合計 11,143 5,085 2,057 33 188 16 58 126 18,706 

 

 

図 3-2-7-16 地域ごとの照明形式の内訳 
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 第１地域 

第１地域の灯種形式は、「共架電柱」が 2,152 基(75％)を占めています。また、共

架形式の中では、「鉄柱」が最も多く、144 基で共架形式全体の 6％を占めています。 

 

表 3-2-7-6 第１地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第１地域 

共架柱 2,152  90  144  28  1,890  

独立柱 703  2  80  0  621  

合 計 2,855  92  224  28  2,511  

 

  

図 3-2-7-17 灯柱形式（第１地域：共架柱）図 3-2-7-18 灯柱形式（第１地域：独立柱） 

 

図 3-2-7-19 灯柱形式（第１地域：全体）  

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基）

4%

鉄 柱

（基）

6%

木 柱

（基）

1%

不 明

（基）

89%

第１地域：共架柱 ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基）

0%

鉄 柱

（基）

14%

木 柱

（基）

0%

不 明

（基）

86%

第１地域：独立柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基）

3%

鉄 柱

（基）

8%

木 柱

（基）

1%
不 明

（基）

88%

第１地域：全 体



 81 

 第 2 地域 

第２地域の灯種形式は、「共架電柱」が 2,211 基(76％)を占めています。また、共

架形式の中では、「鉄柱」が最も多く、228 基で共架形式全体の 10％を占めています。 

 

表 3-2-7-7 第２地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第２地域 

共架柱 2,211  106  228  27  1,850  

独立柱 688  0  30  0  658  

合 計 2,899  106  258  27  2,508  

 

  

図 3-2-7-20 灯柱形式（第２地域：共架柱）図 3-2-7-21 灯柱形式（第２地域：独立柱） 

 

図 3-2-7-22 灯柱形式（第２地域：全体）  

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基）

5%

鉄 柱

（基）

9%

木 柱

（基）

1%

不 明

（基）

85%

第２地域：共架柱
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基）

0%

鉄 柱

（基）

6%

木 柱

（基）

0%

不 明

（基）

94%

第２地域：独立柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基）

3%

鉄 柱

（基）

9%

木 柱

（基）

1%
不 明

（基）

87%

第２地域：全 体



 82 

 第３地域 

第３地域の灯種形式は、「共架電柱」が 1,933 基(76％)を占めています。また、共

架形式の中では、「鉄柱」が最も多く、176 基で共架形式全体の 9％を占めています。 

 

表 3-2-7-8 第３地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第３地域 

共架柱 1,933  144  176  67  1,546  

独立柱 597  1  20  0  576  

合 計 2,530  145  196  67  2,122  

 

  

図 3-2-7-23 灯柱形式（第３地域：共架柱）図 3-2-7-24 灯柱形式（第３地域：独立柱） 
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 第 4 地域 

第４地域の灯種形式は、「共架電柱」が 1,159 基(62％)を占めています。また、共

架形式の中では、「鉄柱」が最も多く、117 基で共架形式全体の 10％を占めています。 

 

表 3-2-7-9 第４地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第４地域 

共架柱 1,159  56  117  20  966  

独立柱 725  1  22  0  702  

合 計 1,884  57  139  20  1,668  

 

  

図 3-2-7-26 灯柱形式（第４地域：共架柱）図 3-2-7-27 灯柱形式（第４地域：独立柱） 
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 第 5 地域 

第５地域の灯種形式は、「共架電柱」が 983 基(81％)を占めています。また、共架

形式の中では、「コンクリート柱」が最も多く、99 基で共架形式全体の 10％を占めて

います。 

 

表 3-2-7-10 第５地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第５地域 

共架柱 983  99  83  34  767  

独立柱 229  0  0  0  229  

合 計 1,212  99  83  34  996  

 

  

図 3-2-7-29 灯柱形式（第５地域：共架柱）図 3-2-7-30 灯柱形式（第５地域：独立柱） 

 

図 3-2-7-31 灯柱形式（第５地域：全体）  
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 第 6 地域 

第６地域の灯種形式は、「共架電柱」が 1,357 基(77％)を占めています。また、共

架形式の中では、「鉄柱」が最も多く、91 基で共架形式全体の 6％を占めています。 

 

表 3-2-7-11 第６地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第６地域 

共架柱 1,357  86  91  18  1,162  

独立柱 402  0  15  0  387  

合 計 1,759  86  106  18  1,549  

 

  

図 3-2-7-32 灯柱形式（第６地域：共架柱）図 3-2-7-33 灯柱形式（第６地域：独立柱） 

 

図 3-2-7-34 灯柱形式（第６地域：全体） 
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 第 7 地域 

第７地域の灯種形式は、「共架電柱」が 1,796 基(80％)を占めています。また、共

架形式の中では、「コンクリート柱」が多く、112 基で共架形式全体の 6％を占めてい

ます。 

 

表 3-2-7-12 第７地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第 7 地域 

共架柱 1,796  112  104  11  1,569  

独立柱 440  0  7  0  433  

合 計 2,236  112  111  11  2,002  

 

  

図 3-2-7-35 灯柱形式（第７地域：共架柱）図 3-2-7-36 灯柱形式（第７地域：独立柱） 

 

図 3-2-7-37 灯柱形式（第７地域：全体） 
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 第 8 地域 

第８地域の灯種形式は、「共架電柱」が 1,254 基(89％)を占めています。また、共

架形式の中では、「鉄柱」が最も多く、72 基で共架形式全体の 5％を占めています。 

 

表 3-2-7-13 第８地域の灯柱形式の内訳 

地域区分 灯種形式 合 計 
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

（基） 
鉄 柱（基） 木 柱（基） 不 明（基） 

第８地域 

共架柱 1,254  31  72  2  1,149  

独立柱 160  0  7  0  153  

合 計 1,414  31  79  2  1,302  

 

  

図 3-2-7-38 灯柱形式（第８地域：共架柱）図 3-2-7-39 灯柱形式（第８地域：独立柱） 

 

図 3-2-7-40 灯柱形式（第８地域：全体） 
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3.2.8.  道路反射鏡 

道路反射鏡は、「管理台帳」を基に整理しました。 

 

3.2.8.1.  全体数量 

市が管理する道路反射鏡は、3,113 基です。なお、過去 5 年間の年間平均では、17

基の新設（建替えを含む。）、114 基の修理を実施しています。 

道路反射鏡は、市が所有している道路反射鏡管理台帳内に記録されています。 

 

表 3-2-8-1 道路反射鏡全体数量 

道路反射鏡 

の形式 
基 数(基) 

全体に対する 

割合(％) 
備  考 

独立柱 2,688 86.35%  

共架柱 425 13.65%  

合計 3,113 100％  
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3.2.8.2.  道路反射鏡位置 
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3.2.8.3.  道路反射鏡の整備状況 

 

○ 道路反射鏡は年平均 17 基程度新設しています。 

 

表 3-2-8-2 年度別新設個数 

年度 個数（建替含む） 

平成 23 年度 18 

平成 24 年度 21 

平成 25 年度 16 

平成 26 年度 16 

平成 27 年度 13 

平均 16.8 

 

○ 既存の道路反射鏡については、毎年 500 件 程度点検・清掃を実施しています。

主な点検・清掃内容は、次のとおりです。 

 鏡面の清掃 

 角度調整等の良好な状態に維持する軽作業 

 不良なものの報告 

 鏡面枚数の確認 

 設置位置の確認 

 

○ 上記点検で修繕が必要な道路反射鏡について、年平均 114 件程度措置してい

ます。 

 

表 3-2-8-3 年度別修繕措置の内訳 

年度 鏡面取替 支柱取替 その他 合計 

平成 23 年度 56 11 74 141 

平成 24 年度 71 4 84 159 

平成 25 年度 53 7 32 92 

平成 26 年度 38 10 43 91 

平成 27 年度 45 5 39 89 

合計 263 37 272 572 
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3.2.8.4.  地域別集計 

市で所有している道路反射鏡を地域別に集計し、次の図に示します。 

 

表 3-2-8-4 地域ごとの道路反射鏡基数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-8-2 地域ごとの道路反射鏡基数 

 

地域区分 

道路反射鏡（基） 

独立 共架 

第 1 地域 447 62 

第 2 地域 402 77 

第 3 地域 507 85 

第 4 地域 213 28 

第 5 地域 249 40 

第 6 地域 327 40 

第 7 地域 308 62 

第 8 地域 235 31 

全 体 2,688 425 

447 

402 

507 

213 

249 

327 

308 

235 

62 

77 

85 

28 

40 

40 

62 

31 

0 100 200 300 400 500 600 700

第１地域

第２地域

第３地域

第４地域

第５地域

第６地域

第７地域

第８地域

基数(基)

独立

共架



92 

 

3.2.9.  街路樹 

 街路樹は、航空写真による分析により、高さ、樹冠を調査しました。 

 

 

(１)  高さ 

府中市が管理する街路樹は、１０，４８８本です。このうち、約６５パーセント

は、高さ４メートル以上１２メートル未満の高木です。 

 

表 3-2-9-1 街路樹の内訳 

街路樹の分類 区 分 本 数（本） 
全体に対する割合 

（％） 
 

低 木 2ｍ未満 531 5.06％ 

 

中 木 2ｍ以上 4ｍ未満 1,783 17.00％ 

 

高 木 4ｍ以上 12ｍ未満 6,811 64.94％ 

高高木 12ｍ以上 1,363 12.99％ 

合 計  10,488 100.00％ 

 

 

図 3-2-9-1 街路樹の高さ別本数分布図 
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(２)  樹冠 

府中市が管理する街路樹の７８パーセントが樹冠直径５メートル程度の街路中

であった。 

 

表 3-2-9-2 街路樹の樹冠内訳 

樹冠の分類 
区 分 

（樹冠直径） 
本 数（本） 

全体に対する割合 

（％） 

小 5ｍ程度 8,144 77.65％ 

中 10ｍ程度 1,928 18.38％ 

大 15ｍ程度 416 3.97％ 

合 計  10,488 100.00％ 

 

 

図 3-2-9-2 街路樹の樹冠別割合 
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○ 市が管理する街路樹の高さは、平均 6.69ｍです。 

○ 樹冠（枝振りの範囲）の大きい街路樹が、特定の路線に片寄っている傾向があ

ります。 

○ 樹高が高い街路樹が 50 本以上ある路線は、「多摩川通り」、「平和通り」、「競馬

場通り」、「けやき並木通り」、「美術館通り」、「桜通り」の６路線です。 

 

 

図 3-2-9-4 街路樹高さの構成 
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(１)  地域別の街路樹本数 

 街路樹は、「けやき並木通り」、「桜通り」、「府中公園通り」、「競馬場通り」、「平和

通り」、「多磨霊園南参道」を中心にあります。地域では、第 1 地域、第 2 地域、第 3

地域と市の東部地域に多い傾向です。 

 

表 3-2-9-3 地域別の高さごと街路樹本数 

分 類 
低 木 
（本） 

中 木 
（本） 

高 木 
（本） 

高高木 
（本） 合 計 

（本） 
区 分 2ｍ未満 

2ｍ以上 
4ｍ未満 

4ｍ以上 
12ｍ未満 

12ｍ以上 

第 1 地域 70 256 1,364 193 1,883 

第 2 地域 135 272 1,360 278 2,045 

第 3 地域 41 372 1,159 192 1,764 

第 4 地域 70 149 697 350 1,266 

第 5 地域 31 188 406 5 630 

第 6 地域 60 114 558 48 780 

第 7 地域 121 250 856 133 1,360 

第 8 地域 3 182 411 164 760 

全 体 531 1,783 6,811 1,363 10,488 

 

 
図 3-2-9-5 地域別の高さごと街路樹本数 
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(２)  路線ごとの街路樹本数 

 街路樹は、239 路線にあります。街路樹が最も多い路線は、「多摩川通り」（550 本）

です。このほかに街路樹が多い市道は、「しみず下通り」（390 本）、「中央道側道」（387

本）、「美術館通り」（363 本）、「競馬場通り」（331 本）、「浅間山通り」（324 本）、「学

園通り」（305 本）です。 

 なお、前回調査から精査して路線の見直しを行った結果、路線数は前回路線数 

（247 路線）より減少しています。 

表 3-2-9-4 路線別の高さごと本数（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2-5 

イ
ン
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ラ
の
整
備
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（
街
路
樹
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連番 路線名称
低木
（本）

中木
（本）

高木
（本）

高高木
（本）

総計

連番 路線名称 2ｍ未満
2m以上

4ｍ未満

4m以上

12ｍ未満
12m以上 総計

1 あかしあ通り 1 32 29 1 63

2 あんず通り 0 99 73 0 172

3 いちょう通り 0 0 281 9 290

4 かえで通り 0 1 195 32 228

5 くすのき通り 0 3 202 0 205

6 けやき並木通り 0 0 0 85 85

7 しみず下通り 50 79 257 4 390

8 すずかけ通り-1 1 10 108 0 119

8 すずかけ通り-2 0 2 27 0 29

9 スタジアム通り 0 0 214 3 217

10 ふるさと通り 0 12 126 0 138

11 押立通り 0 1 3 1 5

12 横街道 0 14 47 0 61

13 下河原通り 0 30 31 0 61

14 学園通り 0 93 203 9 305

15 宮町中央通り 0 0 0 2 2

16 京所道 0 2 8 0 10

17 競艇場通り 0 14 98 0 112

18 競馬場正門通り 0 0 11 0 11

19 競馬場通り 11 6 192 122 331

20 九中通り 1 36 107 0 144

21 御猟場道 5 3 81 0 89

22 桜通り 0 1 126 58 185

23 三本木通り 0 17 68 0 85

24 七小通り 0 17 25 0 42

25 芝間通り 0 9 12 0 21

26 十中通り 0 14 56 0 70

27 新宿仲通り 0 26 11 0 37

28 是政通り 0 1 11 0 12

29 西府駅前通り 18 0 0 0 18

30 浅間山通り 0 1 293 30 324

31 多摩川通り 1 4 116 429 550

32 多磨駅東通り 43 0 1 1 45

33 多磨町通り 0 0 4 0 4

34 多磨霊園南参道 0 0 155 28 183

35 中央道側道 85 43 248 11 387

36 朝日町通り 7 22 203 1 233

37 東郷寺通り 0 1 13 0 14

38 東大山道 0 1 24 0 25

39 奈良橋通り 0 1 69 0 70

40 南通り 0 3 17 0 20

41 日新四谷通り 3 70 19 0 92

42 日新通り 0 59 61 0 120

43 白糸台通り 0 8 131 38 177

44 番場北裏通り 9 0 1 0 10

45 美好町通り 0 30 72 0 102

46 美術館通り 1 114 188 60 363

47 品川街道 1 63 101 0 165

48 富士見通り 0 66 132 1 199

49 府中駅前通り 0 0 3 0 3

50 府中公園通り 0 0 63 26 89

51 武蔵台通り 30 0 0 0 30

52 分梅通り 0 0 45 0 45

53 平和通り 0 0 31 142 173

54 本宿小通り 1 46 25 0 72

55 本宿南裏通り 16 0 18 0 34

56 六中通り 4 0 46 0 50

連番 路線名称
低木
（本）

中木
（本）

高木
（本）

高高木
（本）

総計

連番 路線名称 2ｍ未満
2m以上

4ｍ未満

4m以上

12ｍ未満
12m以上 総計

57 1-102 0 13 5 0 18

58 1-12 0 25 3 0 28

59 1-139 6 0 0 0 6

60 1-20 0 0 8 14 22

61 1-300 0 1 15 0 16

62 1-302 0 0 56 17 73

63 1-303 8 0 0 0 8

64 1-307 0 0 125 29 154

65 1-330 0 0 7 0 7

66 1-349 0 3 0 0 3

67 1-354 0 0 30 0 30

68 1-355 0 0 29 11 40

69 1-357 0 0 1 0 1

70 1-392 24 4 8 0 36

71 1-410 0 0 1 0 1

72 1-67 0 0 3 1 4

73 1-90 0 0 13 0 13

74 1-96 0 9 10 0 19

75 2-119 0 1 0 0 1

76 2-130 0 2 5 0 7

77 2-145 0 3 3 0 6

78 2-148 0 0 16 0 16

79 2-149 0 0 22 0 22

80 2-160 0 32 42 0 74

81 2-174 0 7 1 1 9

82 2-179 0 0 0 1 1

83 2-189 0 2 15 0 17

84 2-206 0 0 1 0 1

85 2-208 0 3 11 0 14

86 2-227 2 2 15 16 35

87 2-230 0 0 5 1 6

88 2-231 0 12 8 0 20

89 2-234 0 0 32 0 32

90 2-243 38 1 0 0 39

91 2-250 0 1 1 0 2

92 2-279 0 0 17 5 22

93 2-280 0 0 41 3 44

94 2-281 0 0 8 17 25

95 2-288 0 0 10 0 10

96 2-302 0 6 2 0 8

97 2-311 0 0 1 0 1

98 2-312 0 0 3 3 6

99 2-317 0 0 9 0 9

100 2-318 0 2 2 0 4

101 2-319 0 0 2 0 2

102 2-59 0 8 3 0 11

103 2-74 0 5 12 0 17

104 2-93 0 0 27 0 27

105 3-100 14 23 1 0 38

106 3-131 0 9 2 0 11

107 3-133 0 1 13 5 19

108 3-134 0 1 19 6 26

109 3-144 0 0 3 3 6

110 3-148 0 1 17 2 20

111 3-15 0 0 0 18 18

112 3-150 0 2 3 0 5

113 3-17 0 10 22 0 32

114 3-172 0 9 16 0 25

115 3-173 0 7 20 0 27

116 3-187 0 8 25 0 33

117 3-188 0 0 19 0 19

118 3-2 0 0 18 25 43

119 3-211 0 0 1 0 1

120 3-25 0 0 4 0 4

121 3-255 0 0 12 0 12

122 3-257 0 0 26 0 26

123 3-284 0 0 5 0 5

124 3-285 0 0 3 0 3

125 3-286 0 3 9 0 12

126 3-288 0 0 35 2 37

127 3-29 0 5 10 3 18
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表 3-2-9-4 路線別の高さごと本数（2/2） 
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連番 路線名称
低木
（本）

中木
（本）

高木
（本）

高高木
（本）

総計

連番 路線名称 2ｍ未満
2m以上

4ｍ未満

4m以上

12ｍ未満
12m以上 総計

128 3-4 0 0 14 3 17

129 3-405 0 30 18 0 48

130 3-427 1 5 5 0 11

131 3-430 1 5 34 0 40

132 3-431 0 0 12 0 12

133 3-432 0 3 33 0 36

134 3-445 0 0 8 1 9

135 3-446 0 0 11 0 11

136 3-451 0 0 3 0 3

137 3-58 1 3 15 0 19

138 3-79 0 4 3 0 7

139 3-83 0 0 4 0 4

140 3-94 0 32 79 19 130

141 3-95 0 4 28 0 32

142 4-112 0 0 1 5 6

143 4-117 0 9 9 0 18

144 4-121 0 0 13 11 24

145 4-124 6 0 0 0 6

146 4-132 1 0 3 0 4

147 4-154 0 3 10 0 13

148 4-159 0 0 4 0 4

149 4-162 0 0 4 0 4

150 4-186 3 0 11 2 16

151 4-202 15 1 49 0 65

152 4-207 0 2 11 0 13

153 4-21 0 0 2 0 2

154 4-213 0 0 11 0 11

155 4-22 0 5 16 2 23

156 4-228 0 16 28 0 44

157 4-229 0 3 2 0 5

158 4-23 0 0 7 0 7

159 4-24 0 1 15 0 16

160 4-245 0 22 3 0 25

161 4-25 0 5 2 0 7

162 4-251 0 0 26 0 26

163 4-258 0 62 20 1 83

164 4-267 0 6 7 1 14

165 4-272 0 8 0 0 8

166 4-280 0 2 1 0 3

167 4-281 3 0 1 0 4

168 4-284 0 0 2 0 2

169 4-288 0 0 4 0 4

170 4-318 29 2 0 0 31

171 4-320 0 1 23 0 24

172 4-325 0 6 17 0 23

173 4-338 0 11 4 0 15

174 4-343 0 3 17 2 22

175 4-345 0 0 13 6 19

176 4-352 0 3 11 0 14

177 4-354 0 0 4 7 11

178 4-36 25 0 2 2 29

179 4-38 0 0 3 0 3

180 4-383 0 2 13 0 15

181 4-384 0 0 17 0 17

182 4-388 16 2 2 0 20

183 4-390 0 5 6 0 11

184 4-392 0 0 9 0 9

185 4-393 3 0 0 0 3

186 4-394 0 1 5 0 6

187 4-398 0 0 5 0 5

連番 路線名称
低木
（本）

中木
（本）

高木
（本）

高高木
（本）

総計

連番 路線名称 2ｍ未満
2m以上

4ｍ未満

4m以上

12ｍ未満
12m以上 総計

188 4-41 0 5 4 0 9

189 4-424 0 7 3 0 10

190 4-443 1 1 33 0 35

191 4-474 0 0 3 0 3

192 4-482 0 13 0 0 13

193 4-66 8 6 3 0 17

194 4-67 0 10 3 0 13

195 4-74 0 13 11 0 24

196 4-90 4 5 6 0 15

197 4-95 8 0 0 0 8

198 5-101 0 2 3 0 5

199 5-103 0 0 1 0 1

200 5-131 0 44 59 2 105

201 5-136 0 15 86 0 101

202 5-141 0 3 17 0 20

203 5-167 0 1 6 3 10

204 5-188 0 4 22 0 26

205 5-200 0 2 4 0 6

206 5-201 0 13 13 0 26

207 5-228 0 0 16 13 29

208 5-231 0 5 1 0 6

209 5-4 8 1 10 0 19

210 5-48 0 0 13 0 13

211 5-50 0 2 9 0 11

212 5-80 16 0 0 0 16

213 5-93 0 4 2 0 6

214 6-136 0 8 3 0 11

215 6-140 0 11 7 0 18

216 6-165 2 0 0 0 2

217 6-195 0 2 7 0 9

218 6-203 0 2 11 0 13

219 6-217 0 7 8 0 15

220 6-218 0 12 25 0 37

221 6-229 0 0 19 0 19

222 6-235 0 1 3 0 4

223 6-246 0 0 3 0 3

224 6-258 0 1 4 0 5

225 6-263 0 3 12 0 15

226 6-264 0 0 14 0 14

227 6-265 0 0 15 3 18

228 6-27 0 2 2 0 4

229 6-279 0 2 6 0 8

230 6-281 0 2 9 0 11

231 6-294 0 0 9 0 9

232 6-31 0 0 2 0 2

233 6-319 0 6 5 0 11

234 6-320 0 0 24 1 25

235 6-325 0 15 6 0 21

236 6-326 0 10 3 0 13

237 6-35 0 0 10 0 10

238 6-59 0 1 3 0 4

239 6-62 0 0 1 3 4
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 橋りょう 

 橋りょうは、市が管理する橋りょう台帳および現地確認、目視点検により現状を確

認しました。 

 

3.2.10.1.   全体数量 

(１)  橋りょう数 

市が管理する道路橋は、21 橋です。これらの道路橋の内訳は、橋りょうの長寿命

化修繕計画の対象となる橋りょうが 9 橋、それ以外の橋りょうが 12 橋です。 

また、市が管理する歩道橋は、15 橋です。橋りょう数は表 3-2-10-1 のとおりです。

また、市が管理する橋りょう一覧表を表 3-2-10-2、表 3-2-10-3 に示します。 

 

表 3-2-10-1 橋りょう数 

橋 種 橋りょう数 路線数 

道路橋 21 橋 19 路線 

歩道橋 15 橋 9 路線 
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1 鶴代橋 しみず下通り 小柳町2-45 213 1990 PC橋

2 富士見通り立体橋 富士見通り 晴見町2-24-14 35.4 1973 鋼橋

3 白糸橋1号 白糸台通り 白糸台5-18-2 15 1976 RC橋

4 白糸橋2号 白糸台通り 白糸台5-19-5 10.5 1976 RC橋

5 白糸橋3号 市道2-221号 白糸台5-5-10 10.5 1976 RC橋

6 小柳橋 市道2-107号 小柳町1-143 16 1984 RC橋

7 みょうらい橋 市道4-90号 本町2-10-13 20 1977 PC橋

8 中央道側道1号 中央道側道1号 是政3-64-5 8.14 1950 RC橋

9 矢崎排水第三号橋 市道4-280号 是政3-47-1 5.51 1962 RC橋

10 256号 市道4-276号 是政3-60-4 4.47 1967 RC橋

11 雑田橋 市道4-173号 本町3-31-34 5.75 1972 RC橋

12 261号 市道6-117号 住吉町1-32 2.56 1972 RC橋

13 262号 市道6-121号 住吉町4-26 2.83 1965 RC橋

14 大山橋 大山道 日新町2-23 7.11 1963 RC橋

15 相模橋 大山道 日新町2-39-26 4.08 1963 RC橋

16 264号 市道6-67号 日新町4-40 2.75 1965 RC橋

17 208号 東大山道 四谷4-8-1 3.7 1964 RC橋

18 265号 市道6-263号 四谷5-29 2.36 1966 RC橋

19 火の見橋 市道6-176号 四谷2-64 2.9 1965 RC橋

20 267号 三屋通り 四谷4-53 2.99 1970 RC橋

21 270号 市道6-269号 日新町4-46 3.41 1967 RC橋

No 橋梁名 路線名 所在地 橋長(m) 架設年度 橋種

(２)  橋りょうリスト 

橋りょう台帳を基に現地を確認した市が管理する橋りょうについて、次のとおり示します。 

 

表 3-2-10-2 市内の道路橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※緑色：長寿命化修繕計画の対象橋りょう（9 橋） 橙色：その他の橋りょう（12 橋） 
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表 3-2-10-3 市内の歩道橋 
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1 分倍1号橋 市道4-158号 分梅町1-7 19.53 1929 鋼橋 市

2 武蔵台3丁目跨線橋 市道5-174号 武蔵台3-52-9 30.5 1960 鋼橋 市

3 第六小前歩道橋 学園通り 天神4-14 11.5 1968 鋼橋 市

4 第九小前歩道橋 学園通り 栄町3-7 12 1968 鋼橋 市

5 紅葉丘歩道橋 多摩霊園南参道 紅葉丘1-30 10.5 1968 鋼橋 市

6 第五小前歩道橋 市川緑道 日新町1-7 33.85 1973 鋼橋 市

7 西府駅南側西府崖線歩道橋 市川緑道 日新町1-6 48 2010 鋼橋 市

8 西武多摩川線横断歩道橋 無し 小柳町2-46 16.25 1973 鋼橋 市

9 本町2丁目跨線人道橋 市道4-122号 本町1-6-1
34.35
(85.60)

1974 鋼橋 市

10 車返団地横断歩道橋 白糸台通り 白糸台5-31 31 1975 RC橋 市

11 南白糸台横断歩道橋 しみず下通り 押立町2-30 22.75 1975 鋼橋 市

12 分倍河原駅人道橋 無し 片町2-38
39
14.4

1978 鋼橋 市

13
府中スカイナード
（府中駅北口歩道橋）

府中駅前通り
（及び国道20号）

府中町1-14 34.5 1994 鋼橋 市

14 観月橋立体交差人道橋 市道4-138号 矢崎町1-32-2 7.9 1972 RC橋 市

15 北府中駅階段 府中街道 晴見町2-27 20.4 2014 鋼橋 市

No 橋梁名 路線名 所在地 橋長(m) 架設年度 橋種 管理者
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3.2.10.2.   橋りょう位置 

 

次頁より市が管理する道路橋と歩道橋の位置を、指標ごとに位置図で示します。 

 

１） 橋りょう施設（図 3-2-10-1） 

２） 設置年別（図 3-2-10-2） 

３） 橋種別 （図 3-2-10-3） 

４） 建設年代と橋長別（図 3-2-10-4） 
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インフラの整備状況（橋梁） 

図 3-2-10-1 橋りょう位置図 



 

1
0
4
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
3

-2
-4

 

インフラの整備状況（橋梁） 

図 3-2-10-2 設置年別 橋りょう位置図 
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インフラの整備状況（橋梁） 

図 3-2-10-3 橋種別 橋りょう位置図 
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図 3-2-10-4 建設年代と橋長別 橋りょう位置図 
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3.2.10.3.  橋りょうの整備状況 

 

(１)  橋りょう数の推移 

府中市が管理する橋りょうは、道路橋が２１橋、歩道橋が１５橋の合計３６橋で

す。なお、橋りょうの数は、昭和３５年度から昭和４４年度にかけて急増していま

すが、その一方で、橋りょうの管理延長は、昭和４７年度から昭和５４年度にかけ

て増加しています。これは、建設技術の向上等により、昭和４５年度以前に整備さ

れた橋りょうに比べ、１橋当たりの規模が大きくなったことによります。 

 

図 3-2-10-5 橋りょうの建設年度分布 

 

図 3-2-10-6 橋りょうの管理延長の推移 
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50年以上

36.1%

49年～40年

47.2%

39年～30年

5.6%

29年～20年

5.6%

19年～10年

2.8%

9年以下

2.8%

(２)  橋りょうの建設年度 

市で管理する橋りょう 36 橋は、台帳などで建設年度を確認できます。そこ

から、10 年単位で建設年を整理して図で示します。平成 28 年度（2017 年）

現在、建設から 50 年以上を経過した橋りょうは 36.1％（13 橋）で、国土交

通白書で示される全国の平均的割合（約 20％：2016 年度実績）と比べ多い傾

向です。また、40 年以上 49 年以下の橋りょうも 47.2％と高く、今後は耐用

年数が近い高齢化橋りょうとして維持していくことになります。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 3-2-10-7 管理橋りょうの供用年数区分 

 

表 3-2-10-4 府中市の道路橋の供用年数区分内訳 一覧表 

供用年数の分類 合 計 

供用後 50 年以上が経過している橋りょう 

（昭和 42 年（1967 年）以前に供用開始） 

13 橋 

（36.1％） 

供用後 49 年～40 年が経過している橋りょう 

（昭和 52 年（1977 年）以前に供用開始） 

17 橋 

（47.2％） 

供用後 39 年～30 年が経過している橋りょう 

（昭和 62 年（1987 年）以前に供用開始） 

2 橋 

（5.6％） 

供用後 29 年～20 年が経過している橋りょう 

（平成 9 年（1997 年）以前に供用開始） 

2 橋 

（5.6％） 

供用後 19 年～10 年が経過している橋りょう 

（平成 19 年（2007 年）以前に供用開始） 

1 橋 

（2.8％） 

供用後 9 年以内の橋りょう 

（平成 20 年（2008 年）以降に供用開始） 

1 橋 

（2.8％） 

合  計 36 橋 

 

 

3-2-4 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
（
橋
り
ょ
う
） 



 109 

橋りょうを今後も供用し続ける条件のもとで将来の推計を行うと、市が検討

する基準年において建設後 50 年以上と 50 年未満で整理した場合、2027 年に

83.3％，2057 年に約 94.4％の橋りょうが 50 年以上となります。（図 3-2-10-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-10-8 建設後 50 年以上を経過する道路橋の割合 

 

 

(３)  橋りょうの種類 

市が管理する道路橋の材質を、「橋りょう数単位」と「橋りょう延長単位」

で整理します。「橋りょう数単位」で集計すると、ＲＣ橋の占める割合が 54.3％

と多い傾向です。また、「橋りょう延長単位」で比較すると、54.1％で鋼橋が

多くなります。 

なお、市のＰＣ橋は、鶴代橋の一橋のみです。このことから、小規模橋りょ

うはＲＣ橋（現場打ち鉄筋コンクリート橋）や鋼橋としていることが確認でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-10-9 橋りょう種類の内訳 
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36.1%
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2017年

50年以上

83.3%
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2027年

橋りょう延長単位の橋

 

橋りょう数単位の橋種

 

PC橋

5.7%

RC橋

54.3%

鋼橋

40.0%
鋼橋

54.1%

RC橋
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PC橋

28.2%
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(４)  橋長分類 

橋長別に分類すると、橋長が 5ｍ以下のものが最も多くあります。また、鶴

代橋は市で唯一の 100ｍを越える大型道路橋（鶴代橋）であり、その橋長は 213

ｍです。 

 

図 3-2-10-10 橋長ごとの橋りょう数 
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3.2.10.4.  橋りょうの劣化状況 

 

(１)  目視点検 

平成 25 年の道路法等の改正により、道路橋等について、五年に一回の頻度を基本

として定期的に点検し、健全性を把握しつつ道路の効率的な維持及び修繕が図られる

ように必要な措置を講ずるように規定されました。本市における道路橋 36 橋のうち、

平成 24年度に架設された「北府中駅階段」を除く 35橋ついて目視点検を行いました。

橋りょう点検は、「道路橋定期点検要領」：平成 26 年 6 月 国土交通省 道路局（以下

「点検要領」という。）に基づいて実施しています。 

市では、国土交通省が進める施策である『長寿命化修繕計画策定事業』を踏まえ、

従来の「事後的な修繕及び架替え」から「予防的な修繕及び計画的な架替え」へと政

策転換を計画しています。これにより、橋りょうの長寿命化、修繕、架替えに係る費

用の縮減を図りつつ、道路網の安全性と信頼性を確保することを目指します。 

 

表 3-2-10-5 点検対象橋りょう数 

 

 

 

 

 

 

 

   ※「北府中駅階段」は、2014 年度架設のため 5 年経過していません。 

    そのため、現時点では点検の対象外です。 

 

表 3-2-10-6 損傷程度の判定区分 

 
※「道路橋定期点検要領」：平成 26 年 6 月 国土交通省 道路局によります 

 

 

 

状　　　　　　態

Ⅰ 健　　全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず
べき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支承が生じている、又は生じる可能性が著しく
高く、緊急に措置を講ずべき状態。

判定区分

橋 長 

平成 27-28 年度 

実施橋りょう数

（橋） 

橋 種（橋） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋 鋼 橋 

橋長 15ｍ以上の道路橋 14 4 10 

橋長 15ｍ未満の道路橋 21 18 3 

合 計 35 22 13 
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NO 橋梁名 橋種 評価区分 結果概要

1 鶴代橋 PC橋 Ⅱ
・2径間地覆下面に鉄筋露出、うきが広範囲にみられる。
・埋設伸縮の舗装ひびわれから桁下橋脚上面に流水し公園、管理施設へと滴下している

2 富士見通り立体橋 鋼橋 Ⅲ
・防護柵（内側）、地覆（３径間外側）に鉄筋露出、うきが多数みられる。第三者予防措置として叩き落としをした。
・伸縮装置に排水工がなく、下面に著しい腐食がみられる。

3 白糸橋1号 RC橋 Ⅲ
・上部構造の主桁、横桁、床版に多くの鉄筋露出、剥離があり、主桁には一定間隔（50㎝以下）にひびわれ（0.2ｍｍ程度）が発生して
いる。
・階段主桁にも多くの剥離、ひびわれが見られる。

4 白糸橋2号 RC橋 Ⅲ
・上部構造の横桁、床版に多くの鉄筋露出、剥離がある。
・主桁には一定間隔（50㎝以下）にひびわれ（0.2ｍｍ程度）が発生している。

5 白糸橋3号 RC橋 Ⅲ
・主桁の剥離はわずかであるが、床版（張出端部）の鉄筋露出が多くある。
・主桁には一定間隔（50㎝以下）にひびわれ（0.2ｍｍ程度）が発生している。

6 小柳橋 RC橋 Ⅲ
・上部構造の主桁、横桁、床版に多くの鉄筋露出、剥離があり、主桁には一定間隔（50㎝以下）にひびわれ（0.2ｍｍ程度）が発生して
いる。
・階段主桁にも多くの白紙、ひびわれが見られる。

7 みょうらい橋 PC橋 Ⅱ
・橋台前面にひびわれが見られる。前回点検よりひび幅が0.2ｍｍ→0.7ｍｍへの拡大が見られる。
・地覆下面に鉄筋露出がみられる。
・第三者予防措置で叩き落しを施した

8 中央道側道1号 RC橋 Ⅱ
・主桁間詰め部（床版）に軽微な遊離石灰が見られる。また、橋台前面に影響の少ない縦ひびわれが見られる。
・高欄の腐食が広がっている。

9 矢崎排水第三号橋 RC橋 Ⅱ ・橋台前面に影響の少ない縦ひびわれが見られる。

10 256号 RC橋 Ⅱ
・主桁間詰め部（床版）に軽微な遊離石灰が見られる。
・防護柵に鉄筋露出が広がっている。

11 雑田橋 RC橋 Ⅱ
・上流側に添架された歩道橋の主桁、横桁に軽微な腐食が見られる。
・径間中央の橋脚（水路壁）にうき、剥離が生じている。

12 261号 RC橋 Ⅰ ・主要な部材は健全であるが、地覆の一部が欠損している。

13 262号 RC橋 Ⅰ ・主要な部材は健全、防護柵に腐食が見られる。

14 大山橋 RC橋 Ⅰ ・支承のエラスタイトが一部はみ出しているが、支承機能障害とはならない。

15 相模橋 RC橋 Ⅰ ・主要な部材は健全であるが、防護柵に腐食が見られる。

16 264号 RC橋 Ⅱ
・主桁中間部に直角方向のひびわれが数本見られる。
・防護柵の桟材に欠損が見られる。

17 208号 RC橋 Ⅱ
・主桁端部に部分的な剥離、鉄筋露出が見られる。
・地覆、防護柵支柱に剥離、鉄筋露出が見られる。

18 265号 RC橋 Ⅰ ・主要な部材は健全だが、防護柵が腐食し欠損が生じている。

19 火の見橋 RC橋 Ⅱ
・主桁端部に部分的な剥離、鉄筋露出が見られる。
・防護柵散在に腐食が見られる。

20 267号 RC橋 Ⅰ
・主要な部材は健全、防護柵に腐食が見られる。
・舗装面にひびわれが見られる。

21 270号 RC橋 Ⅱ
・主桁（ＢＯＸ頂版）、橋脚（ＢＯＸ中央側壁）に剥離、鉄筋露出が見られる。
・その他、袖擁壁にひびわれが見られる。

 

(２)  目視点検結果 

目視点検をした 35 橋の損傷状況は、次のとおりです。目視点検の結果では、緊急

に補修が必要な（Ⅳ判定）の橋りょうはありません。 

 

 目視点検結果の概要 

○ 全ての対象橋りょうに、大小を問わず損傷があります。 

○ 損傷は、主に上部工と下部工のコンクリートひび割れ、腐食です。 

○ 目視点検は、「道路橋定期点検要領」：平成 26 年 6 月 国土交通省 道路局によります。 

 

 橋りょうごとの損傷程度 

 目視点検した橋りょうごとの損傷程度を、表 3-2-10-7 に示します。 

 

表 3-2-10-7 目視点検した橋りょうの損傷程度 
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NO 橋梁名 橋種 評価区分 結果概要

22 分倍1号橋 鋼橋 Ⅱ
・橋脚下部に板厚減少をともなう腐食がみられる。
・床版間詰め部からの遊離石灰が広範囲にみられる

23 武蔵台3丁目跨線橋 鋼橋 Ⅱ
・床版に部分的に板厚減少をともなう腐食がみられる。
・支承（102）著しい腐食により支承の機能障害が発生している。

24 第六小前歩道橋 鋼橋 Ⅲ ・主桁、横桁は防食機能劣化の段階であるが、床版、階段部蹴上・踏板及び橋脚基部の腐食が進行している。

25 第九小前歩道橋 鋼橋 Ⅲ ・上部構造の腐食は軽微であるが、階段部各部、その他で排水設備（排水樋）の腐食が進行している。

26 紅葉丘歩道橋 鋼橋 Ⅲ ・端横桁、階段部蹴上、橋脚基部の損傷が進行している。

27 第五小前歩道橋 鋼橋 Ⅲ
・路面からの雨水が箱桁内部に主桁添接部より浸入しており、主桁添接部の腐食が顕著である。
・階段部主桁も部分的に腐食が進行している。
・伸縮装置のシールゴムに劣化が見られる。

28 西府駅南側西府崖線歩道橋 鋼橋 Ⅰ
・主桁のごく一部に点錆が見られるが、主要な部材は健全である。
・Ａ1橋台伸縮装置のシールゴムに劣化が見られる。

29 西武多摩川線横断歩道橋 鋼橋 Ⅱ
・鋼材全体的に広範囲な腐食がみられる。
・3径間、4径間は主桁、床版に板厚減少、膨張をともなう著しい腐食がみられる。

30 本町2丁目跨線人道橋 鋼橋 Ⅲ
・5径間、6径間主桁、床版、蹴上げに板厚減少をともなう著しい腐食がみられる。
・橋脚下部には孔食をともなう腐食がみられる。

31 車返団地横断歩道橋 RC橋 Ⅲ
・跨道部桁、斜路部桁は概ね健全であるが、橋脚躯体の一部に剥離、鉄筋露出、橋脚梁付け根にひびわれが見られる。
・階段主桁中間部に多くのひびわれ（幅0.2ｍｍ以上、間隔0.5ｍ未満）が見られる。

32 南白糸台横断歩道橋 鋼橋 Ⅲ
・上部構造各部材、下部構造、階段部とも腐食が進行している。
・路面の排水桝には土砂詰まりが生じている。

33 分倍河原駅人道橋 鋼橋 Ⅲ
・階段地覆（5～6径間）に広範囲で鉄筋露出がみられる。
・橋台側面にうき(800mm×300ｍｍ）がみられる。

34
府中スカイナード
（府中駅北口歩道橋）

鋼橋 Ⅰ ・主桁を覆う化粧板内部に雨水の漏水が部分的に見られ、床版に軽微な腐食の発生が認められたが、概ね健全の状態にある。

35 観月橋立体交差人道橋 RC橋 Ⅲ
・主桁には多数のひびわれ（幅0.2ｍｍ程度、間隔0.5ｍ未満）、部分的な剥離、鉄筋露出が見られた。
・Ａ1橋台伸縮装置近傍に路面の凹凸（3ｃｍ）が見られた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「道路橋定期点検要領」：平成 26 年 6 月 国土交通省 道路局によります 
※「北府中駅階段」は 2014 年度架設のため 5 年経過していません。そのため、現時点では 
 点検の対象外です。 

 

 

 



 114 

3.2.10.5.  地域別集計 

 

市が管理する道路橋と市内に架かる歩道橋を、地域別に集計して下表に示します。

また、地域区分と橋りょう位置を示した位置図を示します。 

 

表 3-2-10-8 地域区分と該当区分内の橋りょう 
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地域区分 橋梁種別 橋梁名 地域区分 橋梁種別 橋梁名

白糸橋1号 道路橋 なし

白糸橋2号 武蔵台3丁目跨線橋

白糸橋3号 北府中駅階段

歩道橋 紅葉丘歩道橋 道路橋 富士見通り立体橋

鶴代橋 分倍1号橋

小柳橋 分倍河原駅人道橋

中央道側道1号 雑田橋

矢崎排水第三号橋 261号

256号 262号

西武多摩川線横断歩道橋 歩道橋 観月橋立体交差人道橋

車返団地横断歩道橋 大山橋

南白糸台横断歩道橋 相模橋

道路橋 なし 208号

第六小前歩道橋 264号

第九小前歩道橋 火の見橋

みょうらい橋 265号

道路橋 本町2丁目跨線人道橋 270号

歩道橋 府中スカイナード　府中駅北口歩道橋 267号

第五小前歩道橋

西府駅南側西府崖線歩道橋

第1地域
道路橋

道路橋

歩道橋

第2地域

歩道橋
第3地域

歩道橋

第8地域

第4地域

第5地域
歩道橋

歩道橋
第6地域

道路橋
第7地域

道路橋
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インフラの整備状況（橋梁） 

図 3-2-10-11 地域区分ごとの橋りょう位置図 
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3.2.11.  立体横断施設等 

立体横断施設等は、市管理のエレベーター、エスカレーター、ペデストリアンデッ

キを対象とし、決算資料や現地確認等より箇所を確認しました。 

 

3.2.11.1.  全体数量 

府中市が管理する立体横断施設等は、ペデストリアンデッキ、エレベーター及

びエスカレーターの 3 種類です。その内訳は、ペデストリアンデッキが府中駅付

近に 2 橋、エレベーターが府中駅、府中本町駅、西府駅及び分倍河原駅付近に 7

基、エスカレーターが西府駅付近に 4 基となっています。 

 

表 3-2-11-1 立体横断施設等全体数量 

No 分類 名称 名称２ 設置駅 
設置 

年度 

1 ペデストリアン 

デッキ 

府中駅北口 － 府中駅 1994 

2 府中駅南口 － 府中駅 1995 

3 

エレベーター 

府中駅北口歩道橋 

エレベーター 
－ 府中駅 1994 

4 府中本町駅構外北側 

エレベーター 
－ 府中本町駅 2003 

5 府中本町駅構外西側 

エレベーター 
－ 府中本町駅 1998 

6 西府駅自由通路 

エレベーター 
駅北側 西府駅 2009 

7 西府駅自由通路 

エレベーター 
駅南側 西府駅 2009 

8 西府駅南側歩道橋 

エレベーター 
－ － 2008 

9 分倍河原駅南側 

エレベーター 
－ 分倍河原駅 1978 

10 

エスカレーター 

西府駅自由通路 

エスカレーター 
駅北側上り 西府駅 2009 

11 西府駅自由通路 

エスカレーター 
駅北側下り 西府駅 2009 

12 西府駅自由通路 

エスカレーター 
駅南側上り 西府駅 2009 

13 西府駅自由通路 

エスカレーター 
駅南側下り 西府駅 2009 
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3.2.11.2.  立体横断施設等位置 
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3.2.11.3.  立体横断施設等の整備状況 

○ 全てのエレベーター、エスカレーターについて、定期的な点検（毎月 1 回）を

行っています。また、全てのエレベーターは遠隔保守監視サービスを実施して

おり、機器を良好な状態に保つようにしています。 

○ 過去 2 年間で分倍河原駅南側エレベーターでは乗り場液晶表示板修繕やメイン

ロープ修繕、エレベータカゴドア修繕を実施しております。また、府中本町駅

構外西側エレベーターでは、乗り場操作盤表面板の交換やかご床タイルの修理

を実施しています。 

○ ペデストリアンデッキの点検については今後予定しておりますが、簡易な補修

について、平成 26 年度に 21 回、平成 27 年度に 30 回実施しています。 
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3.2.12.  大型構造物 

大型構造物は、市管理の擁壁やボックスカルバート、その他構造物（西府駅自由通

路）を対象としています。 

 

3.2.12.1.  全体数量 

府中市が管理する大型構造物は、26 か所です。なお、大型構造物は、主に鉄道や道

路部との交差箇所に、アンダーパスや地下通路部として、ボックスカルバートや地下

道の擁壁などを設置しています。 

 

表 3-2-12-1 大型構造物全体数量 

 

 

 

 

名称 名称2 市道名 市道番号 構造 交差物
車輌通行
の有無

車線数
ポンプ
の有無

冠水表示板
の有無

武蔵台通りアンダーパス 横街道第一 武蔵台通り 擁壁 鉄道 ○ 2 ○

横街道アンダーパス 横街道第二 横街道 擁壁 鉄道 ○ 2 ○ ○

西府駅地下通路 ボックスカルバート 鉄道 ─ ─ ○

西府駅自由通路 建築物 鉄道 ─ ─

矢崎町3丁目歩道アンダー 是政第二架道橋 4-198
擁壁

ボックスカルバート
鉄道

/高速道路
─ ─ ○ ○

矢崎地下道 4-132 擁壁 鉄道 ─ ─ ○

観月橋立体 矢崎架道橋 4-507
擁壁

ボックスカルバート
鉄道 ○ 1 ○ ○

サントリー前アンダー 第一是政 中央道側道
擁壁

ボックスカルバート
鉄道 ○ 2 ○ ○

村雨BV 4-280 擁壁 鉄道 ○ 1 ○ ○

小柳散歩道 擁壁 鉄道 ─ ─ ○

白糸台地下道 ボックスカルバート 鉄道 ─ ─

多磨駅前地下通学路 1-88 ボックスカルバート 鉄道 ─ ─

多磨霊園駅ポンプ 2-310 ボックスカルバート 鉄道 ─ ─ ○

白糸台通りアンダーパス 白糸台通り 擁壁 市道 ○ 2

白糸台４丁目擁壁 2-204 擁壁 市道 ○ 1

九中通りアンダーパス 九中通り 擁壁 市道 ○ 2

新田川緑道
擁壁

ボックスカルバート
鉄道 ─ ─

亀里橋アンダー 4-320
擁壁

ボックスカルバート
都道 ─ ─ ○

二ヶ村緑道 是政通り
擁壁

ボックスカルバート
市道 ─ ─ ○

富士見通り立体 富士見通り 擁壁 鉄道 ─ ─
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3.2.12.2.  大型構造物位置 
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3.2.12.3.  大型構造物の整備状況 

○ 全ての大型構造物に付帯する排水ポンプや冠水表示板について、定期的な点検

（年 1 回）を行っています。 


